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Abstract

The snapping shrimp Alpheus bisincisus De Haan, 1884 is widely distributed throughout the Indo–West Pacific 

region. In the present study, one specimen of A. bisincisus was collected from the Sea of Japan coast of Ishikawa 

Prefecture. This represents the first record of the species from the prefecture. In recent years, northward shifts in species

distributions have been documented, driven by increasing sea surface temperatures associated with global warming and 

the influence of warm currents. The present record may represent an example of such range expansion.

 

ははじじめめにに

テッポウエビ属 Alpheus Fabricius, 1798 は、テッポウエビ科 Alpheidae Rafinesque, 1815 の一群であり、同科の中

で最も種多様性が高いグループである（Grave & Fransen, 2011; Poore & Ahyong, 2023）。本属は沿岸域から深海、

汽水域、淡水域まで幅広い環境から報告されている（Yeo & Ng, 1996; 吉郷，2009; Komai & Ohtomi, 2018）。また、

本属の多くの種で砂泥底や転石下に巣穴を形成することが報告されているほか（峯水，2000; 加藤・奥野，2001; 

川本・奥野，2003）、一部の種ではハゼ科魚類と共生関係にあることが知られている（野村，2003）。

2025年10月に著者が石川県九十九湾で行った調査において、フタミゾテッポウエビAlpheus bisincisus De Haan, 

1884 が 2 個体採集された。本種は岩礁や干潟において造巣して生活することが知られており（道津，1961; 林，

1998; 峯水，2000）、この巣穴をタビラクチ Apocryptodon punctatus Tomiyama, 1934 やタネハゼ Callogobius 

tanegashimae (Snyder, 1908)が利用している可能性が示唆されている（道津，1961; 吉郷，2009; 邉見・渡辺，

2021）。これらの魚類は、いずれも生息環境の悪化に伴い、個体数の減少が危惧されている（辻，2014; 北原・渋

川, 2019; 環境省，2020）。ゆえにフタミゾテッポウエビが生息する環境は、そのような魚類の個体数維持に影響す
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る可能性があるため、同種の分布知見を蓄積していく必要がある。フタミゾテッポウエビはこれまでに、日本海側で

新潟県以南から知られていたが（岩沢，1969; 本尾，2008）、石川県における記録は存在しなかった。したがって

本研究で得られた個体は、フタミゾテッポウエビの石川県における初記録を示すものとなるため、ここに生息環境と

ともに報告する。

材材料料とと方方法法

調査は 2025 年 10 月 7 日に、のと海洋ふれあい

センター（石川県鳳珠郡能登町越坂）前の海岸で実

施した。調査には手網（目合: 3 mm）を用い、シュノ

ーケリングでエビ類を採集した。採集したエビ類は、

クローブオイルで麻酔したのちに生鮮写真を撮影し、

70％エタノールで保管した。また、体サイズの指標と

して頭胸甲長（carapace length: CL）を計測した。計

測にはノギスを用い、0.1 mm の精度で行った。色彩

は撮影した生鮮写真に基づき、色名の表記は日本

色彩研究所（1997）の系統色名に従った。本研究で

扱った標本は、神奈川県立生命の星・地球博物館

の甲殻類標本資料（KPM-NH）に供託した。なお、

同博物館における標本番号は、電子台帳上ではゼ

ロが付加された 7 桁の数字が使われているが、本稿

では標本番号として本質的な下 4 桁の数字で表記

した。

結結果果とと考考察察

フフタタミミゾゾテテッッポポウウエエビビ(Fig. 1A–B) 

Alpheus bisincisus De Haan, 1884

KPM-NH 5374、雄 1 個体、CL 8.4 mm、2025 年

10月7日、のと海洋ふれあいセンター前、水深 3 m、

手網、京谷蒼馬採集。

形形態態のの特特徴徴とと同同定定

検討標本は、額角が明瞭に発達し、眼を超える;

眼蓋が形成される; 額角と眼蓋の間に深い溝が形

成される; 大鉗の可動指先端が丸い; 大鉗には背

鞍部と腹鞍部があり、その両後方に肩を有する; 背

鞍部後方の肩はオーバーハングする; 第 2 胸脚の

腕節は 5 分節し、第 1 節の長さは第 2 節の約 1.5 倍

であるなどの特徴を有していた。これらの特徴は林

（1998）および吉郷（2009）に示されるフタミゾテッポ

ウエビの特徴と一致した。また、吉郷（2009）は、大

鉗の形状や第 2 腹節と第 4 腹節背面に対の黒色斑

を持つ点で、フタミゾテッポウエビがエドワールテッ

ポウエビ Alpheus edwardsii (Audouin, 1826)に近似

することを指摘しているが、フタミゾテッポウエビは全

身が一様に茶褐色であるのに対し、エドワールテッ

ポウエビは多数の破点縦列を持つことで識別可能

であるとしている。本研究で得られた個体は、全身が

こい赤みのオレンジで、破点縦列は確認されなかっ

た。全身の色彩は吉郷（2009）で示された茶褐色と

異なるものの、峯水（2000）にも本研究と同様の色彩

の個体が示されているほか、林（1998）は本種の色

彩をくすんだオレンジ、山口・馬場（1993）は黄褐色

としている。そのため、本研究では暫定的に、これら

の色彩を種内変異の範疇であると判断した。以上を

踏まえ、検討標本はフタミゾテッポウエビに同定され

た。

Figure 1. A specimen of Alpheus bisincisus De Haan, 

1884 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5374, male, 8.4 mm CL. A, lateral view; 

B, dorsal view flesh. Photo by T. Sato.
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分分布布

本種はインド–西太平洋から広く知られており（吉

郷， 2009; Ramachandran et al., 2019; Ryanskiy, 

2020）、本邦の日本海および東シナ海側では新潟

県（岩沢，1969）、京都府（本尾・豊田，2005）、山口

県（林，1998）、福岡県（Arakawa, 1960）、佐賀県（道

津，1961）、有明海（吉倉，1968）から、太平洋側で

は千葉県（奧野ら，2021）、神奈川県（野村ら，1998）、

静岡県（峯水，2000）、和歌山県（宮口ら，2013）、大

阪府（大阪湾海岸生物研究会，2018）、兵庫県（松

谷ら，2006）、淡路島（林，1998）、広島県（吉郷，

2009）、高知県（木村ら，1996）から報告されており、

これらに加えて沖縄島（吉郷，2009）、西表島（吉郷，

2009）からも記録されていた。本研究により、新たに

石川県九十九湾から記録された。

生生息息環環境境

調査地点は九十九湾の湾口に位置する、潮通し

のいい岩礁性海岸である。潮下帯は水深約 5 m ま

で急峻に落ち込む転石帯の先に、なだらかな砂地

が続いていた。フタミゾテッポウエビはこの転石帯に

おいて、水深 3 m ほどの転石下から採集された。転

石帯には褐藻類が繁茂し、同所的にイソハゼ Eviota 

abax (Jordan & Snyder, 1901) や ム ラ サ キ ウ ニ

Heliocidaris crassispina (A. Agassiz, 1864)が観察さ

れた。砂地においてはテッポウエビ Alpheus 

brevicristatus De Haan, 1844 (Fig. 2)が造巣しており、

スジハゼ Acentrogobius virgatulus (Jordan & Snyder, 

1901)との共生が観察された。

備備考考

本尾（2008）はフタミゾテッポウエビが暖水域を主

要な分布域とする「南方系」の種であるとしている。

本研究でフタミゾテッポウエビが得られた能登半島

および同種の分布北限である新潟県は、これまで複

数の暖水性十脚類の分布北限域とされてきた（例え

ば、林・本間，2004; 本尾・本間，2008; 角田ら，

2025）。同論文において、これらの種の出現は、暖

流である対馬海流による輸送、または地球温暖化に

伴う海水温上昇に起因すると考察されている。その

ため、本研究で得られたフタミゾテッポウエビの記録

も同様に、本種の分布域の北上を示す一例である

可能性がある。しかし本研究において抱卵個体は確

認されず、能登半島において本種が再生産している

かは不明である。一方、本尾・豊田（2005）は京都府

沿岸から複数個体のフタミゾテッポウエビを報告して

おり、その中には 2 個体の抱卵雌が含まれる。その

ため、京都府において本種は既に再生産可能な状

態だと考えられ、能登半島への本種の流入源となっ

ている可能性がある。

Figure 2. A specimen of Alpheus brevicristatus De Haan, 

1844 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5375, female, 10.2 mm CL. A, lateral 

view; B, dorsal view flesh. Photo by S. Kyotani.
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新潟県以南から知られていたが（岩沢，1969; 本尾，2008）、石川県における記録は存在しなかった。したがって

本研究で得られた個体は、フタミゾテッポウエビの石川県における初記録を示すものとなるため、ここに生息環境と

ともに報告する。

材材料料とと方方法法

調査は 2025 年 10 月 7 日に、のと海洋ふれあい

センター（石川県鳳珠郡能登町越坂）前の海岸で実

施した。調査には手網（目合: 3 mm）を用い、シュノ

ーケリングでエビ類を採集した。採集したエビ類は、

クローブオイルで麻酔したのちに生鮮写真を撮影し、

70％エタノールで保管した。また、体サイズの指標と

して頭胸甲長（carapace length: CL）を計測した。計

測にはノギスを用い、0.1 mm の精度で行った。色彩

は撮影した生鮮写真に基づき、色名の表記は日本

色彩研究所（1997）の系統色名に従った。本研究で

扱った標本は、神奈川県立生命の星・地球博物館

の甲殻類標本資料（KPM-NH）に供託した。なお、

同博物館における標本番号は、電子台帳上ではゼ

ロが付加された 7 桁の数字が使われているが、本稿

では標本番号として本質的な下 4 桁の数字で表記

した。

結結果果とと考考察察

フフタタミミゾゾテテッッポポウウエエビビ(Fig. 1A–B) 

Alpheus bisincisus De Haan, 1884

KPM-NH 5374、雄 1 個体、CL 8.4 mm、2025 年

10月7日、のと海洋ふれあいセンター前、水深 3 m、

手網、京谷蒼馬採集。

形形態態のの特特徴徴とと同同定定

検討標本は、額角が明瞭に発達し、眼を超える;

眼蓋が形成される; 額角と眼蓋の間に深い溝が形

成される; 大鉗の可動指先端が丸い; 大鉗には背

鞍部と腹鞍部があり、その両後方に肩を有する; 背

鞍部後方の肩はオーバーハングする; 第 2 胸脚の

腕節は 5 分節し、第 1 節の長さは第 2 節の約 1.5 倍

であるなどの特徴を有していた。これらの特徴は林

（1998）および吉郷（2009）に示されるフタミゾテッポ

ウエビの特徴と一致した。また、吉郷（2009）は、大

鉗の形状や第 2 腹節と第 4 腹節背面に対の黒色斑

を持つ点で、フタミゾテッポウエビがエドワールテッ

ポウエビ Alpheus edwardsii (Audouin, 1826)に近似

することを指摘しているが、フタミゾテッポウエビは全

身が一様に茶褐色であるのに対し、エドワールテッ

ポウエビは多数の破点縦列を持つことで識別可能

であるとしている。本研究で得られた個体は、全身が

こい赤みのオレンジで、破点縦列は確認されなかっ

た。全身の色彩は吉郷（2009）で示された茶褐色と

異なるものの、峯水（2000）にも本研究と同様の色彩

の個体が示されているほか、林（1998）は本種の色

彩をくすんだオレンジ、山口・馬場（1993）は黄褐色

としている。そのため、本研究では暫定的に、これら

の色彩を種内変異の範疇であると判断した。以上を

踏まえ、検討標本はフタミゾテッポウエビに同定され

た。

Figure 1. A specimen of Alpheus bisincisus De Haan, 

1884 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5374, male, 8.4 mm CL. A, lateral view; 

B, dorsal view flesh. Photo by T. Sato.
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分分布布

本種はインド–西太平洋から広く知られており（吉

郷， 2009; Ramachandran et al., 2019; Ryanskiy, 

2020）、本邦の日本海および東シナ海側では新潟

県（岩沢，1969）、京都府（本尾・豊田，2005）、山口

県（林，1998）、福岡県（Arakawa, 1960）、佐賀県（道

津，1961）、有明海（吉倉，1968）から、太平洋側で

は千葉県（奧野ら，2021）、神奈川県（野村ら，1998）、

静岡県（峯水，2000）、和歌山県（宮口ら，2013）、大

阪府（大阪湾海岸生物研究会，2018）、兵庫県（松

谷ら，2006）、淡路島（林，1998）、広島県（吉郷，

2009）、高知県（木村ら，1996）から報告されており、

これらに加えて沖縄島（吉郷，2009）、西表島（吉郷，

2009）からも記録されていた。本研究により、新たに

石川県九十九湾から記録された。

生生息息環環境境

調査地点は九十九湾の湾口に位置する、潮通し

のいい岩礁性海岸である。潮下帯は水深約 5 m ま

で急峻に落ち込む転石帯の先に、なだらかな砂地

が続いていた。フタミゾテッポウエビはこの転石帯に

おいて、水深 3 m ほどの転石下から採集された。転

石帯には褐藻類が繁茂し、同所的にイソハゼ Eviota 

abax (Jordan & Snyder, 1901) や ム ラ サ キ ウ ニ

Heliocidaris crassispina (A. Agassiz, 1864)が観察さ

れた。砂地においてはテッポウエビ Alpheus 

brevicristatus De Haan, 1844 (Fig. 2)が造巣しており、

スジハゼ Acentrogobius virgatulus (Jordan & Snyder, 

1901)との共生が観察された。

備備考考

本尾（2008）はフタミゾテッポウエビが暖水域を主

要な分布域とする「南方系」の種であるとしている。

本研究でフタミゾテッポウエビが得られた能登半島

および同種の分布北限である新潟県は、これまで複

数の暖水性十脚類の分布北限域とされてきた（例え

ば、林・本間，2004; 本尾・本間，2008; 角田ら，

2025）。同論文において、これらの種の出現は、暖

流である対馬海流による輸送、または地球温暖化に

伴う海水温上昇に起因すると考察されている。その

ため、本研究で得られたフタミゾテッポウエビの記録

も同様に、本種の分布域の北上を示す一例である

可能性がある。しかし本研究において抱卵個体は確

認されず、能登半島において本種が再生産している

かは不明である。一方、本尾・豊田（2005）は京都府

沿岸から複数個体のフタミゾテッポウエビを報告して

おり、その中には 2 個体の抱卵雌が含まれる。その

ため、京都府において本種は既に再生産可能な状

態だと考えられ、能登半島への本種の流入源となっ

ている可能性がある。

Figure 2. A specimen of Alpheus brevicristatus De Haan, 

1844 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5375, female, 10.2 mm CL. A, lateral 

view; B, dorsal view flesh. Photo by S. Kyotani.
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る可能性があるため、同種の分布知見を蓄積していく必要がある。フタミゾテッポウエビはこれまでに、日本海側で

新潟県以南から知られていたが（岩沢，1969; 本尾，2008）、石川県における記録は存在しなかった。したがって

本研究で得られた個体は、フタミゾテッポウエビの石川県における初記録を示すものとなるため、ここに生息環境と

ともに報告する。

材材料料とと方方法法

調査は 2025 年 10 月 7 日に、のと海洋ふれあい

センター（石川県鳳珠郡能登町越坂）前の海岸で実

施した。調査には手網（目合: 3 mm）を用い、シュノ

ーケリングでエビ類を採集した。採集したエビ類は、

クローブオイルで麻酔したのちに生鮮写真を撮影し、

70％エタノールで保管した。また、体サイズの指標と

して頭胸甲長（carapace length: CL）を計測した。計

測にはノギスを用い、0.1 mm の精度で行った。色彩

は撮影した生鮮写真に基づき、色名の表記は日本

色彩研究所（1997）の系統色名に従った。本研究で

扱った標本は、神奈川県立生命の星・地球博物館

の甲殻類標本資料（KPM-NH）に供託した。なお、

同博物館における標本番号は、電子台帳上ではゼ

ロが付加された 7 桁の数字が使われているが、本稿

では標本番号として本質的な下 4 桁の数字で表記

した。

結結果果とと考考察察

フフタタミミゾゾテテッッポポウウエエビビ(Fig. 1A–B) 

Alpheus bisincisus De Haan, 1884

KPM-NH 5374、雄 1 個体、CL 8.4 mm、2025 年

10月7日、のと海洋ふれあいセンター前、水深 3 m、

手網、京谷蒼馬採集。

形形態態のの特特徴徴とと同同定定

検討標本は、額角が明瞭に発達し、眼を超える;

眼蓋が形成される; 額角と眼蓋の間に深い溝が形

成される; 大鉗の可動指先端が丸い; 大鉗には背

鞍部と腹鞍部があり、その両後方に肩を有する; 背

鞍部後方の肩はオーバーハングする; 第 2 胸脚の

腕節は 5 分節し、第 1 節の長さは第 2 節の約 1.5 倍

であるなどの特徴を有していた。これらの特徴は林

（1998）および吉郷（2009）に示されるフタミゾテッポ

ウエビの特徴と一致した。また、吉郷（2009）は、大

鉗の形状や第 2 腹節と第 4 腹節背面に対の黒色斑

を持つ点で、フタミゾテッポウエビがエドワールテッ

ポウエビ Alpheus edwardsii (Audouin, 1826)に近似

することを指摘しているが、フタミゾテッポウエビは全

身が一様に茶褐色であるのに対し、エドワールテッ

ポウエビは多数の破点縦列を持つことで識別可能

であるとしている。本研究で得られた個体は、全身が

こい赤みのオレンジで、破点縦列は確認されなかっ

た。全身の色彩は吉郷（2009）で示された茶褐色と

異なるものの、峯水（2000）にも本研究と同様の色彩

の個体が示されているほか、林（1998）は本種の色

彩をくすんだオレンジ、山口・馬場（1993）は黄褐色

としている。そのため、本研究では暫定的に、これら

の色彩を種内変異の範疇であると判断した。以上を

踏まえ、検討標本はフタミゾテッポウエビに同定され

た。

Figure 1. A specimen of Alpheus bisincisus De Haan, 

1884 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5374, male, 8.4 mm CL. A, lateral view; 

B, dorsal view flesh. Photo by T. Sato.
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分分布布

本種はインド–西太平洋から広く知られており（吉

郷， 2009; Ramachandran et al., 2019; Ryanskiy, 

2020）、本邦の日本海および東シナ海側では新潟

県（岩沢，1969）、京都府（本尾・豊田，2005）、山口

県（林，1998）、福岡県（Arakawa, 1960）、佐賀県（道

津，1961）、有明海（吉倉，1968）から、太平洋側で

は千葉県（奧野ら，2021）、神奈川県（野村ら，1998）、

静岡県（峯水，2000）、和歌山県（宮口ら，2013）、大

阪府（大阪湾海岸生物研究会，2018）、兵庫県（松

谷ら，2006）、淡路島（林，1998）、広島県（吉郷，

2009）、高知県（木村ら，1996）から報告されており、

これらに加えて沖縄島（吉郷，2009）、西表島（吉郷，

2009）からも記録されていた。本研究により、新たに

石川県九十九湾から記録された。

生生息息環環境境

調査地点は九十九湾の湾口に位置する、潮通し

のいい岩礁性海岸である。潮下帯は水深約 5 m ま

で急峻に落ち込む転石帯の先に、なだらかな砂地

が続いていた。フタミゾテッポウエビはこの転石帯に

おいて、水深 3 m ほどの転石下から採集された。転

石帯には褐藻類が繁茂し、同所的にイソハゼ Eviota 

abax (Jordan & Snyder, 1901) や ム ラ サ キ ウ ニ

Heliocidaris crassispina (A. Agassiz, 1864)が観察さ

れた。砂地においてはテッポウエビ Alpheus 

brevicristatus De Haan, 1844 (Fig. 2)が造巣しており、

スジハゼ Acentrogobius virgatulus (Jordan & Snyder, 

1901)との共生が観察された。

備備考考

本尾（2008）はフタミゾテッポウエビが暖水域を主

要な分布域とする「南方系」の種であるとしている。

本研究でフタミゾテッポウエビが得られた能登半島

および同種の分布北限である新潟県は、これまで複

数の暖水性十脚類の分布北限域とされてきた（例え

ば、林・本間，2004; 本尾・本間，2008; 角田ら，

2025）。同論文において、これらの種の出現は、暖

流である対馬海流による輸送、または地球温暖化に

伴う海水温上昇に起因すると考察されている。その

ため、本研究で得られたフタミゾテッポウエビの記録

も同様に、本種の分布域の北上を示す一例である

可能性がある。しかし本研究において抱卵個体は確

認されず、能登半島において本種が再生産している

かは不明である。一方、本尾・豊田（2005）は京都府

沿岸から複数個体のフタミゾテッポウエビを報告して

おり、その中には 2 個体の抱卵雌が含まれる。その

ため、京都府において本種は既に再生産可能な状

態だと考えられ、能登半島への本種の流入源となっ

ている可能性がある。

Figure 2. A specimen of Alpheus brevicristatus De Haan, 

1844 collected from Ishikawa Prefecture on October 7, 

2025. KPM-NH 5375, female, 10.2 mm CL. A, lateral 

view; B, dorsal view flesh. Photo by S. Kyotani.
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